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１．流域の概要

吉野川は、高知県土佐郡瓶ヶ森（標高１，８９７ｍ）を源に発し、大小の支川を
集めながら東へ流れ、紀伊水道に注ぐ四国一の大河である。
その流域は四国４県にまたがり、幹川流路延長は１９４km、流域面積は
３，７５０km２で四国全域の約２０％にあたる広さをもち、流域人口約６４万人を擁
し、四国の社会・経済及び文化の基盤をなしている。
事業対象となった穴吹川は、流域面積１９５．５km２、流路延長５０．１ｋｍの河
川である。流域面積の９９．５％が山地で、穴吹（吉野川本川合流付近）におい
て０．５％の平野を有するのみとなっている。
穴吹川流域は、美馬市、つるぎ町で構成され、その人口は、約６１００人で、流
域内産業別就労人口比は、一次産業が１７％、二次産業が３９％、三次産業が
４４％となっている。（平成１４年度河川現況調査より）
穴吹箇所は無堤地区であったため、出水時には外水氾濫による浸水被害を
被っていた。また、本川背水の影響を受ける穴吹川箇所についても、同様に無
堤地区であり、外水氾濫による多大な浸水被害を被っていた。
穴吹箇所は、吉野川本川の改修工事として実施するものである。また、穴吹
川箇所は、河川法第９条に基づく指定区間として徳島県知事の管理となってい
たが、吉野川右岸と穴吹川の合流点から穴吹川上流約２，３００ｍまでの範囲
において、河川法施行令第２条第７号区間注）として吉野川本川の改修工事とし
て実施したものである。
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注） 河川法施行令第２条第７号区間とは、直轄管理区間の改良工事の施行に伴い
必要を生じた河川工事で、当該改良工事を一体として施行する必要のある指定
区間のこと。
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川

図1-1 事業位置図



２．事業概要
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（１） 洪水被害実績

昭和４５年・５０年等の大規模な浸水被害を契機に、翌昭和５１年より
穴吹箇所の改修に着手した。また、穴吹川箇所についても引き続き、昭
和５４年に着手した。

表2-1 事業以前の主な外水氾濫被害

（２） 目 的

穴吹箇所は無堤地区であり、出水時には吉野川本川の外水氾濫
による浸水被害が発生していた。また、穴吹川箇所についても無堤
地区であり、出水時には、吉野川本川の背水による浸水被害が発
生していた。
このため、穴吹箇所は吉野川本川の外水による氾濫を防御する
ために築堤事業を実施し、穴吹川箇所は、穴吹川合流点から約
2,300mの区間について、吉野川本川の背水による氾濫を防御する
ために、築堤事業を実施したもので ある。



（３） 事業内容

１） 河川改修事業
（穴吹箇所 約800m）
・築堤 （延べ延長 約800m）
・樋門 （3基）
・閘門 (1基)
（穴吹川箇所（2条7号区間）約2,300m）
・築堤 （延べ延長 約2,800m）
・樋門 （3基）

２） 関連事業
・穴吹川宅地等水防災対策事業（盛土 約290m）
・市場橋緊急地方道路整備事業（市場橋改築 1橋）
・橋梁整備事業（穴吹橋改築 1橋）
・特別改良３種（橋梁）事業（穴吹自歩道橋（ふれあい橋）改築 1橋）

３） 用地関係
表2-2 用地契約関係

5914045支障家屋（棟）

10.70.86.23.7面積（ｈａ）

2654113193契約者数（人）

計宅地等水防災箇所穴吹箇所穴吹川箇所

（４） 事 業 費
総事業費 約１２４億円（うち約７３億円が河川改修費）

12,394,6105,115,6107,279,000計

1,575,4871,254,487321,000穴吹自歩道橋 （ふれあい橋） 改築

4,023,5133,196,513827,000穴吹橋改築

934,180650,715283,465市場橋改築

13,89513,8950宅地等水防災箇所

2,728,53502,728,535穴吹川箇所改修

3,119,00003,119,000穴吹箇所改修

計徳島県国土交通省

（単位：千円）

-４-

表2-3 事業費内訳

穴吹箇所については、昭和51年度に着手、平成5年度に完成した。
また、穴吹川地区事業については、昭和54年度に着手、平成13年度
に完成した。



図2-1 事業箇所等位置図
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堤防断面図
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Ａ－Ａ：穴吹堤防（吉野川本川右岸42k3付近）

（縮尺 1：440）

図2-2 穴吹堤防断面図

図2-3 穴吹堤防断面図

Ｂ－Ｂ：穴吹川堤防（本川合流点より上流穴吹川左岸0k2付近）



Ｃ－Ｃ：市場橋右岸（本川合流点より上流穴吹川右岸1k4付近）
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図2-4 穴吹堤防断面図

堤防断面図 （縮尺 1：440）



着工前

図2-5 穴吹川の事業前後の状況
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着工前

写真３．１ 事業前の穴吹川地区
（昭和５１年 台風１７号）

H18.9の状況

事業後穴吹川

穴吹川の事業前後の状況

⑪

穴吹川

○穴吹川箇所

事業前

穴吹川

事業後②

②

○穴吹箇所

吉野川

事業前①

吉野川

事業後①



３．洪水被害状況

穴吹川沿川の被害状況については、事業前の昭和４５年・昭和５０年など
の出水により多大な外水被害が起こっている。
なお、事業後の平成１４年以降については、外水氾濫は発生していない。

表3-1 穴吹川沿川における主な浸水被害
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（台風17号）

出水年月

※平成１６年及び１７年には、戦後最大を記録した平成１６年１０月台風２３号洪
水など、大規模な洪水が頻発したが、浸水被害は小規模（内水）となっている。
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台風10号（S45.8.21）

台風18号（S49.9.9）
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台風6号（S50.8.23）

図3-2-1 浸水範囲図（Ｓ４５）

図3-2-2 浸水範囲図（Ｓ４９）

図3-1 事業前主要洪水における
流量ﾊｲﾄﾞﾛの重ね合わせ

図3-2-3 浸水範囲図（Ｓ５０）
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S45浸水範囲

S50浸水範囲

床上浸水（ha）

洪水位

床下浸水（ha）

浸水範囲（内水）

凡例

平成１６年台風23号（H16.10.20～21）による浸水被害状況

床下浸水

（棟）

床上浸水

（棟）

浸水面積

（ｈａ）

７２１５

H１６

台風２３号

浸水被害集計

図3-3 平成１６年台風２３号による浸水被害状況

① （CCTV観測）
【平常時】

穴吹地先

【洪水時の内水浸水状況】

吉野川



４．事業に関する事後評価

（１） 穴吹事業に関する事後評価
当地区における事業費用対効果は（Ｂ／Ｃ）は１．２２となる。

事業費用対効果とは、

・事業の費用（Ｃｏｓｔ）
事業の費用については、穴吹箇所及び穴吹川箇所事業に要する費用。

総Ｃｏｓｔ 約１６２億円
・事業の効果（Ｂｅｎｅｆｉｔ）
事業の効果は、洪水による浸水被害について、改修事業により軽減さ
れた被害額。

総Ｂｅｎｅｆｉｔ １９７億円
・Ｂ／Ｃ
費用（Ｃ）対効果（Ｂ）の比。
事業実施の判断基準：Ｂ／Ｃ≧１
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◎Ｂ／Ｃ算定概要

「治水経済調査マニュアル」に基づき、穴吹箇所、穴吹川箇所の築堤事業 （実績）
に応じて、築堤事業の整備期間（S51～H13）と施工完成後の評価期間を50年間
（H14～H63）の合計76年間を評価対象期間に設定する。
費用対効果は、過去から現在までの実績の事業費及び治水効果を改修事業によ
り外水氾濫の軽減された被害額を用い算定する。
事業による治水効果は、事業着手前の河道状態により、戦後最大流量を記録した
平成16年10月（台風23号）洪水波形を用いて、事業着手前（無堤）の状態における事
業完了後の現況治水安全度（流量確率：1/50）以下の各洪水流量規模に対応する
被害額を外水氾濫解析モデルにより算定した。算定された被害額が現状では防止さ
れたことから、これを被害軽減額とし、これらの結果を用いて評価対象期間の年平均
被害軽減期待額を設定。

・外水氾濫解析モデルの検討条件

流出量計算・・・平成16年10月（台風23号）洪水波形を用いて、洪水調節施設を
現況５ダム操作にて、貯留関数モデルにより流出量を算定。

河道水位計算・・・本川は、平成14年測量を基本とした現況築堤状態の河道断面
を用いて、一次元不定流計算により河道水位を算定。支川
（穴吹川）は、平成15年レーザープロファイラー計測結果よ
り設定した河道断面を用いて、一次元不定流計算により河
道水位を算定。

氾濫計算・・・平成15年レーザープロファイラー計測結果より設定した100mメッ
シュ地盤高を用いて、事業着手前（無堤）の状況における地形デー
タを作成し、二次元不定流計算により氾濫面積と水深等を算定。
(計算ｹｰｽ(洪水流量規模)：1/2，1/3，1/5，1/7，1/10，1/30，1/50)
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図3-4 浸水区域図（本川堤防＋支川堤防評価）
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表4-1 事業効果

１） 治水効果
戦後最大を記録した、平成１６年１０月台風２３号洪水をはじめとして、

平成１６年～１７年においては、大規模な洪水が５回発生した。
本事業箇所の堤防が完成していない場合、浸水被害は下記の通りと

推定され、事業効果見込額の１９７億円に対して、わずか２年で約７８億
（約４０％)の効果を発現している。



穴吹川地区における浸水被害を大幅に低減

・穴吹川地区の事業完成により、吉野川本川からの背水 等による外水浸水
被害の危険性が軽減され、戦後最大 規模となった平成１６年１０月の台風
２３号において も、外水による家屋浸水被害は発生しなかった。

○想定浸水被害との対比
＜対象洪水：平成１６年１０月 台風２３号＞

浸水面積（実績） ： １４．５ｈａ
浸水家屋数（実績） ： ９戸（外水浸水被害は０戸）

浸水面積（想定） ： ４８ｈａ
浸水家屋数（想定） ： １０４戸
浸水被害額（想定） ： 約４２．９億
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外水氾濫
面積４８ｈａ
全て解消!!

７０％低減!!

被害想定
（外水）

被害実績
（外水）

被害実績
（内水）

４８

０

１４．５

浸水面積

外水氾濫
による
浸水戸数
１０４戸
全て解消!!

被害想定
（外水）

被害実績
（外水）

被害実績
（内水）

１０４

０
９

浸水戸数

９０％低減!!

図4-1 平成16年10月洪水（台風23号）における事業効果



①堤内地利用

２） 住環境への効果
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S50・H15航空写真の比較により、土地開発が進んでいる様子がうかが
え、今後更なる土地の利用促進が期待される。
当該事業箇所である、穴吹川流域については、美馬市（旧穴吹町）「穴
吹町総合計画」基本計画の中で「観光交流・レクリエーションゾーン」とし
て位置付けられ、「穴吹川筏下り大会」が毎年開催されるなど、 穴吹川を
活用したイベントが催されている。また、住民の憩いの場や交流客誘致
観光拠点として、地域の活性化に寄与している。

～空中写真に見る事業地区の変化～

事業以前（S50）及び事業が完成した
平成１４年以降（H15）を比較すると、穴
吹川地区における住居数の増加が見
られ、今後のさらなる土地利用の促進
が期待される。

なお、写真中の赤枠内は、S50に家
屋が確認されていない範囲である。同
範囲について、H15航空写真上では、
家屋数48戸が確認できた。また、S61
航空写真より、同範囲について15戸確
認できた。

図4-2 空中写真に見る事業地区の変化

S50当時家屋未確認範囲



9.753.6市場橋

3.0－ふれあい橋（自歩道橋）

10.55.5穴吹橋（車道橋）

改築後幅員（m）従前幅員（m）
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表4-2 橋梁改築による拡幅について

②道路交通網

当該事業により、当該事業により、洪水時における地域の浸水被害が
解消され、土地開発が進んでいる様子が伺え、今後、更なる土地の利用
促進が期待される。また、県西部の主要交通網である国道１９２号の冠
水解消に加え、関連事業である穴吹橋等の整備により、高速道路へのア
クセス性が向上し、地域のアクセスポイントとして、今後より重要な役割を
果たすものと考えられる。

・道路

. .

新市場橋

脇町ＩＣ脇町ＩＣ

国道国道192192号号

ふれあい橋

図4-3 関連事業の効果

関連事業(市場橋・穴吹橋改築)による高速道路へのアクセス性の向上について

市場橋及び穴吹橋の改築により、
橋梁幅員が大幅に改善され、また、
徳島県西部の主要交通網である
国道１９２号などと接続したことに
より、高速道路へのアクセス性が
向上し、交通の利便性が向上した。

四国縦貫自動車道（徳島自動車道）四国縦貫自動車道（徳島自動車道）

穴吹橋

事業により
浸水被害の解消
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整備した施設については適切に維持され、事業としての効果は発揮されている。
なお、穴吹川箇所の整備施設及び市場橋・穴吹橋・ふれあい橋（自歩道橋）完
成後の管理は平成１３年に徳島県に引き渡している。（徳島県によれば、当該事
業箇所については、引き渡し後、日常管理など適切な維持管理を定期的に実施
している。）

（２）穴吹・穴吹川箇所における事業完了後の維持管理



５．穴吹改修事業の事後評価チェックリスト

利便性の向上

当該事業により、洪水時における地域の浸水被害が解消されたことにより、県西部の
主要交通網である国道１９２号などの路面冠水が解消され、出水時においても主要道
路交通網の安全性が確保された。さらに、関連事業である市場橋・穴吹橋・穴吹自歩道
橋(ふれあい橋)の整備により、地域の利便性が向上した。

住環境の改善

当該事業により、洪水時における地域の浸水被害が解消された。また、狭隘地では、
宅地嵩上げ方式による改修を実施したことにより、生活形態の維持が図られた。

地域社会の維持

S50・H15航空写真の比較により、土地開発が進んでいる様子がうかがえ、今後更なる
土地の利用促進が期待される。

当該事業箇所である穴吹川流域については、「穴吹川筏下り大会」が毎年開催される
など、穴吹川を活用したイベントが催されている。住民の憩いの場として、また交流客誘
致観光拠点として、地域の活性化に寄与しており、更なる河川利用の促進が期待され
る。

出水による被害の軽減

穴吹川地区改修事業が完成した平成14年度以降、5回の大きな出水が発生したが、
穴吹川地区において外水による家屋浸水被害は発生していない。

なお、事業完成後の5洪水における想定被害は、総計で浸水戸数181棟と推定される
が、実績では総計で内水氾濫11棟の浸水被害であった。事

業

の

効

果

平成13年度

築堤約3,600m、樋門7基、橋梁3橋事業実施内容

約124億円（うち約73億円が河川改修費）事業費

事業目的 洪水による浸水被害の防止

事業完成年度事業着手年度

事

後

評

価

項

目

昭和51年度事

業

内

容

国土交通省、徳島県

国土交通省

管理者

事業主体一般改修事業名

事業完了後

徳島県美馬市穴吹

吉野川

事後評価の実施理由

事業箇所

河川名
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当該地区については、美馬市（旧穴吹町）の「穴吹町総合計画」基本計画の中で「観
光交流・レクリエーションゾーン」として位置付けられている。

当該事業により、洪水時における地域の浸水被害が解消され、土地開発が進んで
いる様子が伺え、今後、更なる土地の利用促進が期待される。また、県西部の主要交
通網である国道１９２号の冠水解消に加え、関連事業である穴吹橋等の整備により、高
速道路へのアクセス性が向上し、地域のアクセスポイントとして、今後より重要な役割を
果たすものと考えられる。

社
会
経
済
情
勢
の
変
化

昭和45年、50年の洪水を契機として、穴吹箇所・穴吹川箇所の改修事業に着手した。

（穴吹箇所：昭和51年着手・平成5年度完成、穴吹川箇所：昭和54年着手・平成13年完成）

事業完了後、平成１６～１７年にかけては、戦後最大となった平成１６年台風２３号をはじめとして、
５回の大規模な洪水が発生したが、平成１３年度の築堤事業等の完了より、外水氾濫に起因する
浸水被害は発生しておらず、小規模な内水被害のみに留まった。整備施設の効果は着実に発揮
されている。

Ｂ／Ｃ＝１．２２

事後評価（事務局案）

費用対効果分析の結果

穴吹箇所の整備施設については、点検等適切な維持管理が行われており、異常は特
に認められておらず、特に補修は行っていない。また、穴吹川箇所の整備施設及び市
場橋・穴吹橋・ふれあい橋（自歩道橋）完成後の管理は平成１３年に徳島県に引き渡し
ている。（徳島県によれば、当該事業箇所については、引き渡し後、日常管理など適切
な維持管理を定期的に実施している。）

完
了
後
の
維
持
管
理

関
連
事
業
と
の
整
合
性

関連事業との整合性

穴吹箇所・穴吹川箇所の改良事業にあたっては、穴吹改修事業・穴吹川改修事業の
ほか、穴吹川宅地等水防災対策事業（盛土 約250m）、市場橋緊急地方道路整備事業
（市場橋１橋）、橋梁整備事業（穴吹橋１橋）、特殊改築３種（橋梁）事業（穴吹自歩道橋
１橋）が実施されており、河川改修にあわせ、これら事業を一体として実施した。

事

後

評

価

項

目
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